
(57)【要約】

【課題】　一般の磁界環境下において、回転角検出機構

間の漏れ磁束の影響を低減し、常に精度の高い検出を行

うことができるタンデム型回転検出装置を提供すること

。

【解決手段】　本発明のタンデム型回転検出装置は、円

筒形状のハウジング１の内側に設けられた第１のアウタ

コア部１０Ａのコイル１１Ａに磁束を発生させ、ハウジ

ング１の中心部に挿入された回転軸４Ａの回転角を検出

する第１の回転検出機構２Ａと、第１の回転検出機構２

Ａに併設され、ハウジング１の内側に設けられた第２の

アウタコア部１０Ｂのコイルに磁束を発生させ、ハウジ

ング１の中心部に回転軸４Ａと直列に挿入された回転軸

４Ｂの回転角を検出する第２の回転検出機構２Ｂとを備

え、ハウジング１は非磁性材で形成することとした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 円 筒 形 状 の ハ ウ ジ ン グ の 内 側 に 設 け ら れ た 第 １ の ア ウ タ コ ア 部 の コ イ ル に 磁 束 を 発 生 さ
せ 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 中 心 部 に 挿 入 さ れ た 回 転 軸 の 回 転 角 を 検 出 す る 第 １ の 回 転 検 出 機 構
と 、 前 記 第 １ の 回 転 検 出 機 構 に 併 設 さ れ 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 側 に 設 け ら れ た 第 ２ の ア ウ
タ コ ア 部 の コ イ ル に 磁 束 を 発 生 さ せ 、 前 記 回 転 軸 の 回 転 角 を 検 出 す る 第 ２ の 回 転 検 出 機 構
と を 備 え 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 非 磁 性 材 で 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装
置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 回 転 検 出 機 構 と 前 記 第 ２ の 回 転 検 出 機 構 と の 間 に 遮 蔽 板 を 設 け る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 回 転 軸 は 、 直 列 に 設 置 さ れ た ２ 本 の 回 転 軸 と し 、 前 記 第 １ の 回 転 検 出 機 構 と 前 記 第
１ の 回 転 検 出 機 構 と に よ り 前 記 ２ 本 の 回 転 軸 の 回 転 角 度 を そ れ ぞ れ 検 出 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 回 転 軸 は 、 連 続 す る １ 本 の 回 転 軸 と し 、 前 記 第 １ の 回 転 検 出 機 構 と 前 記 第 １ の 回 転
検 出 機 構 と に よ り 回 転 角 度 差 を 検 出 し て 前 記 回 転 軸 の 回 転 ト ル ク を 検 出 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 に 記 載 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 本 発 明 は 、 回 転 角 検 出 機 構 間 の 漏 れ 磁 束 の 影 響 を 低 減 し 、 常 に 精 度 の 高 い 検 出 を 行 う
こ と が で き る タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ３ は 、 従 来 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の 種 の 従 来 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照
） は 、 回 転 軸 の 回 転 角 検 出 を 行 う も の で 、 円 筒 形 状 の ハ ウ ジ ン グ １ ０ １ の 中 心 部 に 回 転 軸
１ ０ ４ Ａ と 回 転 軸 １ ０ ４ Ｂ と が 直 列 に 設 け ら れ 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ １ の 内 側 に は 回 転 軸 １ ０
４ Ａ の 回 転 角 を 検 出 す る 第 １ の 回 転 角 検 出 機 構 １ ０ ２ Ａ と 、 回 転 軸 １ ０ ４ Ｂ の 回 転 角 を 検
出 す る 第 ２ の 回 転 角 検 出 機 構 １ ０ ２ Ｂ と が 設 け ら れ て い る 。 第 １ の 回 転 角 検 出 機 構 １ ０ ２
Ａ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ １ の 内 側 に 第 １ の ア ウ タ コ ア 部 １ １ ０ Ａ と 第 １ の ス テ ー タ コ ア 部 １
３ ０ Ａ と が 平 行 に 設 け ら れ 、 第 １ の ア ウ タ コ ア 部 １ １ ０ Ａ に 対 応 す る 内 側 の 位 置 で 第 １ の
イ ン ナ コ ア 部 １ ２ ０ Ａ が 回 転 軸 １ ０ ４ Ａ に 取 り 付 け ら れ 、 第 １ の ス テ ー タ コ ア 部 １ ３ ０ Ａ
に 対 応 す る 内 側 の 位 置 で 第 １ の ロ ー タ コ ア 部 １ ４ ０ Ａ が 回 転 軸 １ ０ ４ Ａ に 取 り 付 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 第 １ の ア ウ タ コ ア 部 １ １ ０ Ａ は 、 巻 線 が 巻 か れ コ イ ル １ １ １ Ａ が 形 成 さ れ 、 コ イ ル １ １
１ Ａ の 端 末 は 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る ２ 本 の ア ウ タ コ ア ピ ン １ １ ２ Ａ （ 水 平 方 向 に 併 設 ） に 接
続 し 交 流 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 第 １ の イ ン ナ コ ア 部 １ ２ ０ Ａ は 、 巻 線 が 巻 か れ コ イ ル １ ２ １
Ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 第 １ の ス テ ー タ コ ア 部 １ ３ ０ Ａ は 、 環 状 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ た 複 数 の ス テ ー タ コ ア 歯
１ ３ ２ Ａ に 巻 線 が 巻 か れ コ イ ル １ ３ １ Ａ が 形 成 さ れ 、 Ｘ 方 向 （ 水 平 方 向 ） と Ｙ 方 向 （ 垂 直
方 向 ） ご と に 互 い に 接 続 さ れ た コ イ ル １ ３ １ Ａ の ４ 本 の 端 末 は 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る ４ 本 の
ス テ ー タ コ ア ピ ン １ ３ ２ Ａ （ 水 平 方 向 に 併 設 ） に 接 続 し て い る 。 第 １ の ロ ー タ コ ア 部 １ ４
０ Ａ は 、 回 転 軸 １ ０ ４ Ａ の 円 周 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ た 複 数 の ロ ー タ コ ア 歯 １ ４ ２ Ａ に 巻
線 が 巻 か れ コ イ ル １ ４ １ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 第 １ の 回 転 角 検 出 機 構 １ ０ ２ Ａ は 、 第 １ の ア ウ タ コ ア 部 １ １ ０ Ａ の コ
イ ル １ １ ０ Ａ に 交 流 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 第 １ の イ ン ナ コ ア 部 １ ２ ０ Ａ と 第 １ の ス テ ー タ
コ ア 部 １ ３ ０ Ａ を 介 し 、 第 １ の ス テ ー タ コ ア 部 １ ３ ０ Ａ に 回 転 軸 １ ０ ４ Ａ の 回 転 角 に 応 じ
た 電 圧 が 誘 起 さ れ 、 回 転 軸 １ ０ ４ Ａ の 回 転 角 の 検 出 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 第 ２ の 回 転 角 検 出 機 構 １ ０ ２ Ｂ は 、 第 １ の 回 転 角 検 出 機 構 １ ０ ２ Ａ と 同 様 に 、 第
２ の ア ウ タ コ ア 部 １ １ ０ Ｂ と 、 第 ２ の イ ン ナ コ ア 部 １ ２ ０ Ｂ と 、 第 ２ の ス テ ー タ コ ア 部 １
３ ０ Ｂ と 、 第 ２ の ロ ー タ コ ア 部 １ ４ ０ Ｂ と で 構 成 さ れ 、 回 転 軸 １ ０ ４ Ｂ の 回 転 角 の 検 出 が
行 わ れ る 。 な お 、 回 転 軸 １ ０ ４ Ａ と 回 転 軸 １ ０ ４ Ｂ と の 回 転 角 に よ り 、 両 者 間 の 回 転 角 度
差 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ９ ８ ０ １ ９
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 に は 、 次 の よ う な 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 し た ご と く 、 従 来 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 は 、 回 転 軸 １ ０ ４ Ａ と 回 転 軸 １ ０ ４ Ｂ
の 互 い の 回 転 角 度 を 検 出 す る こ と が で き る が 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ １ は 、 強 磁 界 の 環 境 で も 使
用 で き る よ う に 磁 性 材 で 形 成 さ れ て い る た め 、 一 般 の 磁 界 環 境 下 に お い て も 、 第 １ の 回 転
角 検 出 機 構 １ ０ ２ Ａ よ り 第 ２ の 回 転 角 検 出 機 構 １ ０ ２ Ｂ に 矢 印 で 示 す よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ
１ ０ １ に 沿 っ て 第 １ の ア ウ タ コ ア 部 １ １ ０ Ａ よ り の 漏 れ 磁 束 １ ０ ９ Ａ が 移 動 し 、 第 ２ の 回
転 角 検 出 機 構 １ ０ ２ Ｂ は 、 漏 れ 磁 束 １ ０ ９ Ａ の 影 響 を 受 け 、 回 転 軸 １ ０ ４ Ｂ の 回 転 角 の 検
出 性 能 に 影 響 が 発 生 す る こ と が あ る 。 同 様 に 、 第 ２ の 回 転 角 検 出 機 構 １ ０ ２ Ｂ よ り 第 １ の
回 転 角 検 出 機 構 １ ０ ２ Ａ に も 漏 れ 磁 束 が 移 動 し 、 回 転 軸 １ ０ ４ Ａ の 回 転 角 の 検 出 性 能 に 影
響 が 発 生 す る こ と が あ る 。 な お 、 第 １ の 回 転 角 検 出 機 構 １ ０ ２ Ａ と 第 ２ の 回 転 角 検 出 機 構
１ ０ ２ Ｂ と の 間 に 遮 蔽 板 を 設 け る こ と も 考 え ら れ る が 、 漏 れ 磁 束 の 防 止 と し て 効 果 は 薄 く
不 十 分 で あ り 、 依 然 と し て 漏 れ 磁 束 の 影 響 を 受 け る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 一 般 の 磁 界 環 境 下 に お い て 、 回 転 角 検
出 機 構 間 の 漏 れ 磁 束 の 影 響 を 低 減 し 、 常 に 精 度 の 高 い 検 出 を 行 う こ と が で き る タ ン デ ム 型
回 転 検 出 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 は 、 円 筒 形 状 の ハ ウ ジ ン グ の 内 側 に 設 け ら れ た 第 １ の
ア ウ タ コ ア 部 の コ イ ル に 磁 束 を 発 生 さ せ 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 中 心 部 に 挿 入 さ れ た 回 転 軸 の
回 転 角 を 検 出 す る 第 １ の 回 転 検 出 機 構 と 、 前 記 第 １ の 回 転 検 出 機 構 に 併 設 さ れ 、 前 記 ハ ウ
ジ ン グ の 内 側 に 設 け ら れ た 第 ２ の ア ウ タ コ ア 部 の コ イ ル に 磁 束 を 発 生 さ せ 、 前 記 回 転 軸 の
回 転 角 を 検 出 す る 第 ２ の 回 転 検 出 機 構 と を 備 え 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 非 磁 性 材 で 形 成 す る こ
と と し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ の 回 転 検 出 機 構 と 前 記 第 ２ の 回 転 検 出 機 構 と の 間 に 遮 蔽 板 を 設 け る こ と
と し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 回 転 軸 は 、 直 列 に 設 置 さ れ た ２ 本 の 回 転 軸 と し 、 前 記 第 １ の 回 転 検 出 機 構 と
前 記 第 １ の 回 転 検 出 機 構 と に よ り 前 記 ２ 本 の 回 転 軸 の 回 転 角 度 を そ れ ぞ れ 検 出 す る こ と と
し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 回 転 軸 は 、 連 続 す る １ 本 の 回 転 軸 と し 、 前 記 第 １ の 回 転 検 出 機 構 と 前 記 第
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１ の 回 転 検 出 機 構 と に よ り 回 転 角 度 差 を 検 出 し て 前 記 回 転 軸 の 回 転 ト ル ク を 検 出 す る こ と
と し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 は 、 円 筒 形 状 の ハ ウ ジ ン グ の 内 側 に 設 け ら れ た 第 １ の
ア ウ タ コ ア 部 の コ イ ル に 磁 束 を 発 生 さ せ 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 中 心 部 に 挿 入 さ れ た 回 転 軸 の
回 転 角 を 検 出 す る 第 １ の 回 転 検 出 機 構 と 、 前 記 第 １ の 回 転 検 出 機 構 に 併 設 さ れ 、 前 記 ハ ウ
ジ ン グ の 内 側 に 設 け ら れ た 第 ２ の ア ウ タ コ ア 部 の コ イ ル に 磁 束 を 発 生 さ せ 、 前 記 回 転 軸 の
回 転 角 を 検 出 す る 第 ２ の 回 転 検 出 機 構 と を 備 え 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 非 磁 性 材 で 形 成 す る こ
と と し た た め 、 一 般 の 磁 界 環 境 下 に お い て 、 回 転 角 検 出 機 構 間 の 漏 れ 磁 束 の 影 響 を 低 減 し
、 常 に 精 度 の 高 い 検 出 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ の 回 転 検 出 機 構 と 前 記 第 ２ の 回 転 検 出 機 構 と の 間 に 遮 蔽 板 を 設 け る こ と
と し た た め 、 回 転 角 検 出 機 構 間 の 漏 れ 磁 束 の 影 響 を さ ら に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 前 記 回 転 軸 は 、 直 列 に 設 置 さ れ た ２ 本 の 回 転 軸 と し 、 前 記 第 １ の 回 転 検 出 機 構 と
前 記 第 １ の 回 転 検 出 機 構 と に よ り 前 記 ２ 本 の 回 転 軸 の 回 転 角 度 を そ れ ぞ れ 検 出 す る こ と と
し た た め 、 常 に 精 度 の 高 い ２ 本 の 回 転 軸 の 回 転 角 度 の 検 出 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 前 記 回 転 軸 は 、 連 続 す る １ 本 の 回 転 軸 と し 、 前 記 第 １ の 回 転 検 出 機 構 と 前 記 第
１ の 回 転 検 出 機 構 と に よ り 回 転 角 度 差 を 検 出 し て 前 記 回 転 軸 の 回 転 ト ル ク を 検 出 す る こ と
と し た た め 、 常 に 精 度 の 高 い 回 転 ト ル ク の 検 出 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 回 転 検 出 装 置 は 、 ハ ウ ジ ン グ １ に 回 転 軸 ４ Ａ
と 回 転 軸 ４ Ｂ と が 直 列 に 設 け ら れ 、 ハ ウ ジ ン グ １ の 内 側 に は 回 転 軸 ４ Ａ の 回 転 角 を 検 出 す
る 第 １ の 回 転 角 検 出 機 構 ２ Ａ と 、 回 転 軸 ４ Ｂ の 回 転 角 を 検 出 す る 第 ２ の 回 転 角 検 出 機 構 ２
Ｂ と が 設 け ら れ て い る 。 第 １ の 回 転 角 検 出 機 構 ２ Ａ は 、 第 １ の ア ウ タ コ ア 部 １ ０ Ａ と 第 １
の ス テ ー タ コ ア 部 ３ ０ Ａ と が 平 行 に 設 け ら れ 、 第 １ の ア ウ タ コ ア 部 １ ０ Ａ に 対 応 す る 内 側
の 位 置 で 第 １ の イ ン ナ コ ア 部 ２ ０ Ａ が 回 転 軸 ４ Ａ に 取 り 付 け ら れ 、 第 １ の ス テ ー タ コ ア 部
３ ０ Ａ に 対 応 す る 内 側 の 位 置 で 第 １ の ロ ー タ コ ア 部 ４ ０ Ａ が 回 転 軸 ４ Ａ に 取 り 付 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ の ア ウ タ コ ア 部 １ ０ Ａ は 、 コ イ ル １ １ Ａ が 形 成 さ れ 、 コ イ ル １ １ Ａ の 端 末 は 、 そ れ
ぞ れ 対 応 す る ２ 本 の ア ウ タ コ ア ピ ン １ ２ Ａ （ 水 平 方 向 に 併 設 ） に 接 続 し 交 流 電 圧 が 印 加 さ
れ る 。 第 １ の イ ン ナ コ ア 部 ２ ０ Ａ は 、 巻 線 が 巻 か れ コ イ ル ２ １ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ の ス テ ー タ コ ア 部 ３ ０ Ａ は 、 複 数 の ス テ ー タ コ ア 歯 ３ ２ Ａ に 巻 線 が 巻 か れ コ イ ル ３
１ Ａ が 形 成 さ れ 、 Ｘ 方 向 （ 水 平 方 向 ） と Ｙ 方 向 （ 垂 直 方 向 ） ご と に 互 い に 接 続 さ れ た コ イ
ル ３ １ Ａ の ４ 本 の 端 末 は 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る ４ 本 の ス テ ー タ コ ア ピ ン ３ ２ Ａ （ 水 平 方 向 に
併 設 ） に 接 続 し て い る 。 第 １ の ロ ー タ コ ア 部 ４ ０ Ａ は 、 複 数 の ロ ー タ コ ア 歯 ４ ２ Ａ に 巻 線
が 巻 か れ コ イ ル ４ １ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ の 回 転 角 検 出 機 構 ２ Ａ は 、 第 １ の ア ウ タ コ ア 部 １ ０ Ａ に 交 流 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、
第 １ の イ ン ナ コ ア 部 ２ ０ Ａ を 介 し 発 生 し た 磁 束 に よ る 電 圧 が 第 １ の ロ ー タ コ ア 部 ４ ０ Ａ に
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与 え ら れ 第 １ の ロ ー タ コ ア 部 ４ ０ Ａ と 第 １ の ス テ ー タ コ ア 部 ３ ０ Ａ と は 磁 気 結 合 し 、 第 １
の ス テ ー タ コ ア 部 ３ ０ Ａ に 回 転 軸 ４ Ａ の 回 転 角 に 応 じ た 電 圧 が 誘 起 さ れ 、 回 転 軸 ４ Ａ の 回
転 角 の 検 出 が 行 わ れ る 。 ま た 、 第 ２ の 回 転 角 検 出 機 構 ２ Ｂ は 、 第 １ の 回 転 角 検 出 機 構 ２ Ａ
と 同 様 に 第 ２ の ア ウ タ コ ア 部 １ ０ Ｂ と 、 第 ２ の イ ン ナ コ ア 部 ２ ０ Ｂ と 、 第 ２ の ス テ ー タ コ
ア 部 ３ ０ Ｂ と 、 第 ２ の ロ ー タ コ ア 部 ４ ０ Ｂ と で 構 成 さ れ 、 回 転 軸 ４ Ｂ の 回 転 角 の 検 出 が 行
わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 は 、 第 １ の ア ウ タ コ ア 部 １ ０ Ａ の コ イ ル
１ １ Ａ と 、 第 ２ の ア ウ タ コ ア 部 １ ０ Ｂ の コ イ ル １ １ Ｂ に 交 流 電 圧 が 印 加 さ れ 回 転 軸 ４ Ａ 、
４ Ｂ の 回 転 角 の 検 出 が 行 わ れ る が 、 ハ ウ ジ ン グ １ は 、 例 え ば Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ３ の 非 磁 性 材 で 形
成 す る た め 、 磁 束 が 外 部 に 透 過 し 、 漏 れ 磁 束 が ハ ウ ジ ン グ １ に 沿 っ て 移 動 す る こ と は な く
、 漏 れ 磁 束 の 影 響 を 低 減 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装
置 は 、 一 般 の 環 境 下 で 使 用 す る も の で あ り 、 外 部 よ り 強 磁 性 の 影 響 を 受 け る こ と な く 回 転
角 の 検 出 が 行 わ れ る 。 な お 、 回 転 軸 ４ Ａ と 回 転 軸 ４ Ｂ と の 回 転 角 に よ り 、 両 者 間 の 回 転 角
度 差 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ は 、 回 転 軸 の 回 転 角 に 対 す る 検 出 誤 差 デ ー タ の 図 で あ り 、 図 ２ （ ａ ） は 、 従 来 の 実
施 の 形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 の 検 出 誤 差 デ ー タ で あ り 、 図 ２ （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 実
施 の 形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 の 検 出 誤 差 デ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 は 、 回 転 軸 ４ Ａ 、 ４ Ｂ （ 図 １ 参 照 ） の 回
転 角 を 第 １ 、 第 ２ の ス テ ー タ コ ア 部 ３ ０ Ａ 、 ３ ０ Ｂ （ 図 １ 参 照 ） よ り 電 気 角 で 検 出 し 、 回
転 軸 ４ Ａ と 回 転 軸 ４ Ｂ と の 回 転 角 度 差 （ 度 ） は 、 第 １ 、 第 ２ の ス テ ー タ コ ア 部 ３ ０ Ａ 、 ３
０ Ｂ よ り 検 出 す る 回 転 角 の 差 と し て 検 出 す る 。 従 来 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 も 、 同 様 に
し て 、 回 転 軸 の 回 転 角 と 、 回 転 角 度 差 （ 度 ） を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ （ ａ ） は 、 横 軸 に 従 来 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 の 機 械 的 の 回 転 角 度 差 θ （ 度 ） を
示 し 、 縦 軸 に 機 械 的 の 回 転 角 度 差 θ （ 度 ） に 対 す る 検 出 誤 差 （ 分 ） を 示 す 。 図 ２ （ ａ ） に
示 す よ う に 、 従 来 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 の 検 出 誤 差 デ ー タ Δ θ ｈ は 、 漏 れ 磁 束 １ ０ ９
Ａ （ 図 ３ 参 照 ） の 影 響 を 受 け 、 高 い 値 を 示 し て い る こ と が 分 か る 。 な お 、 回 転 角 の 検 出 は
、 図 ２ に 示 す 第 １ の ス テ ー タ コ ア 部 １ ３ ０ Ａ の ス テ ー タ コ ア 歯 １ ３ ２ Ａ と 、 第 １ の ロ ー タ
コ ア 部 １ ４ ０ Ａ の ロ ー タ コ ア 歯 １ ４ ２ Ａ の 設 定 数 に 応 じ た 角 度 ご と に 繰 り 返 し 行 わ れ 、 検
出 誤 差 デ ー タ Δ θ ｈ も 周 期 的 に 繰 り 返 さ れ る 山 形 波 形 の 値 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ （ ｂ ） は 、 横 軸 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 の 機 械 的 の 回 転 角
度 差 θ （ 度 ） を 示 し 、 縦 軸 に 回 転 角 度 差 θ （ 度 ） に 対 す る 検 出 誤 差 （ 分 ） を 示 す 。 図 ２ （
ｂ ） に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 の 検 出 誤 差 デ ー タ Δ θ
ｉ は 、 ０ 度 か ら ３ ６ ０ 度 の 全 般 に 亘 り １ 分 以 内 の 極 め て 低 い 値 を 示 し て い る こ と が 分 か る
。 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 は 、 従 来 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 と 同
様 に 回 転 角 の 検 出 が 繰 り 返 し 行 わ れ る が 、 検 出 誤 差 デ ー タ Δ θ ｈ が 全 般 に 亘 り 極 め て 低 い
値 を 示 し て い る た め 、 全 般 に 亘 り フ ラ ッ ト の 極 め て 低 い 値 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ か ら 分 か る よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 は 、 前 記 し た 漏
れ 磁 束 の 影 響 を 低 減 す る こ と に よ り 、 検 出 誤 差 デ ー タ Δ θ ｉ が 、 従 来 の タ ン デ ム 型 回 転 検
出 装 置 の 検 出 誤 差 デ ー タ Δ θ ｈ に 対 し 約 半 分 の 極 め て 低 い 値 に な っ て お り 、 常 に 精 度 の 高
い 検 出 が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 は 、 一 般 の 磁 界 環 境
下 に お い て 、 回 転 角 検 出 機 構 間 の 漏 れ 磁 束 の 影 響 を 低 減 し 、 常 に 精 度 の 高 い 検 出 を 行 う こ
と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 は 、 第 １ の 回 転 角 検 出 機 構 ２ Ａ と
第 ２ の 回 転 角 検 出 機 構 ２ Ｂ と の 間 に 遮 蔽 板 ５ を 設 け 、 回 転 角 検 出 機 構 間 の 漏 れ 磁 束 の 影 響
を さ ら に 低 減 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 は 、 回 転 軸 ４ Ａ と 回 転 軸 ４ Ｂ と
の 回 転 角 の 検 出 を 行 う 回 転 検 出 装 置 に つ き 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 す る こ と な く 、 回 転 軸
４ Ａ と 回 転 軸 ４ Ｂ と を １ 本 の 回 転 軸 と し 、 ２ 個 の 回 転 角 検 出 機 構 に よ り １ 本 の 回 転 軸 の ト
ル ク の 検 出 を 行 う こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 回 転 軸 の 回 転 角 に 対 す る 検 出 誤 差 デ ー タ の 図 で あ り 、 図 ２ （ ａ ） は 従 来 の 実 施 の
形 態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 の 検 出 誤 差 デ ー タ で あ り 、 図 ２ （ ｂ ） は 本 発 明 の 実 施 の 形
態 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 の 検 出 誤 差 デ ー タ で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の タ ン デ ム 型 回 転 検 出 装 置 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ 、 ハ ウ ジ ン グ
　 ４ Ａ 、 ４ Ｂ 　 回 転 軸
　 ２ Ａ 　 第 １ の 回 転 角 検 出 機 構
　 ２ Ｂ 　 第 ２ の 回 転 角 検 出 機 構
　 ５ 　 遮 蔽 板
　 １ ０ Ａ 、 ５ ０ Ａ 　 第 １ の ア ウ タ コ ア 部
　 １ ０ Ｂ 、 ５ ０ Ｂ 　 第 ２ の ア ウ タ コ ア 部
　 １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、 ５ ７ ａ 、 ５ ７ ｂ 　 巻 線 、
　 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ 、 ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ 、 ５ ６ ａ 、 ５ ６ ｂ 　 巻 線 端 末
　 １ １ Ａ 、 １ １ Ｂ 、 ２ １ Ａ 、 ３ １ Ａ 、 ４ １ Ａ 、 ５ １ Ａ 、 ５ １ Ｂ 　 コ イ ル
　 １ ８ 、 ５ ８ 　 交 流 発 振 器
　 ２ ０ Ａ 　 第 １ の イ ン ナ コ ア 部
　 ２ ０ Ｂ 　 第 ２ の イ ン ナ コ ア 部
　 ３ ０ Ａ 　 第 １ の ス テ ー タ コ ア 部
　 ３ ０ Ｂ 　 第 ２ の ス テ ー タ コ ア 部
　 ４ ０ Ａ 　 第 １ の ロ ー タ コ ア 部
　 ４ ０ Ｂ 　 第 ２ の ロ ー タ コ ア 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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